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幼稚園に おける保育実習生の 受け入れ 一
その3

一 一責任実習に つ い て

島　田　 る　 み　　（吹上中央幼稚園）

《は じめ に》

　教育実習は、幼稚園教諭免許取得の た めに所定期間
義務づ けられて い る現場で の 体験学習で ある 。 幼稚園
の 見学 ・観察を通 して、幼稚園の 全体檬を知る こ とを

目標と して 教育実習 1が位置づ けられて い る 。 更に、
教育実習 1を踏まえ 、 指導者的役割を担 っ た現場実践
を目標とされて い るの が教育実習 llで あ る。 短い実習
期間の 中で学べ きことは多い 。 そ の 中で特に実習生 と

実習生受け入れ園の指導者の負担を重 くして い る 「責
任実習」 に つ い て考察してみ る。

《方　法》

　現在ま で の実習生の 実習ノー
ト
・責任実習用の 日案 ・

実習終了後の反省会の記録を対象とする。

　実習ノ
ー

トの 総合反省の 内容や責任実習終了後の 反
省感想等は、細か く記載されて い る もの が多 く、実習

期間に おける習得内容 と感想を読み取る こ とが容易で

ある。

《考　察》
一

責任実習終了後 の 反省 ・感想を読んで
一

例 1．．．．『『U 実習生　4歳児ク ラ ス

　活動名　 〔ひ っ かき絵〕

　活動の ね らい

　
・子ども達が楽しんで くれるように

一
日実習を

　　する。

　
・生活の 中で楽しか っ た こ とを言葉の かわ りに

　　絵で表現する。

　
・様々 な色が出て くる楽 しみを味わ う。
軈

　　今日
一

日実習を して、改めて
一

人で進行 して

　　い くの は大変だと思い ま し た
。 今日ま で こ の

　　ク ラス の子ど も達と園生活を過ご して きて、

　　コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン は他の ク ラス の子よりで

　　きて い る と思い ま し たが 、 そ の時その時 の子

　　どもの 行動は異な るため、対応を考えなが ら

　　進め て い く責任実習は大変で した 。

一
日の流

　　れをただ追 っ て しま い がちに なり、先へ 先へ

　　と急い で い た よ うに思 い ます。 子ど もの 興味

　　段沁〉を捉え　
一．一一…・活動内容に は臥 差があ

　　り予定時間は越えましたカK 本日の ね らい は

　　達成されたよ うに思い ます。
例 ll．．．．．−1実習生　5歳児ク ラ ス

　活動名　 〔動物園作り〕

　活動の ね らい

　
・遠足で 見た動物を思い出 した り、こんな動物

　　がい た らい い な とい うのを思い 浮か べ ながら

　　グル ープ毎に工夫して楽しく動物園を作る 。

鰓

　　今まで の実習で も多 くの こ とを学ん で きま し

　　たが、今回 の責任実習ほ ど達成感を得、充実

　　した実習はあ りま せ ん で した
。 責任実習をや

　　っ た ク ラス に は 5日間入れ て頂き、そ の 分子

　　ども達 と接する時間も多 くよ り深 く関われま

　　した。 自分で 活動 （研究題材）選び、日案作

　　成そ して実践 した ことに より、観察実習だけ

　　で は味わ う こ との で きなか っ た問題点や難し

　　さ、 更に は楽しさを実感する こ とがで きた。

　　今思うと、 計画か ら実践まで 予測不能の こ と

　　力移 く予期せ ぬ こ と があ りま したが
・．．．．’

e

例皿
一一．．一．T 実習生　5歳児ク ラス

　活動名　 〔ころが し ドッ ジボール 〕

　活動の ね らい

　
・
手で ボール を扱い、集団でゲ

ー
ム を楽しむ

　
・戸外で力を出し切 っ て遊ぶ

軈

　　
一

番不安や心配 があ っ た の が責任実習で した 。

　　日案 の 書き方さえ知 らない私が
一日先生 とし

　　て子ど も達を引 っ ぱ っ て い くこ とが でき る だ

　　ろ うか と不安で一
杯で した 。 指導教諭に責任

　　実習の主活動を相談 したと こ ろ、現在の こ の

　　ク ラ ス の 子ども達に は こ の主
−
活動の 進め方は

　　難 しい の で はな い か とア ドバ イ ス された。 し

　　かし最初に決めて い た活動だ っ たの で少し手

　　直しをして実践 してみましたが、子ども達と

　　私が バ ラバ ラ の まま活動が流れて い っ て しま

　　い ました。 活動を進め る の に必死で子ども達

　　の動きや表情を見る余裕など全 くな い 私は、

　　活動設定の難しさを思い知らされました。
例W −一．一一一K 実習生　5歳児ク ラス

　活動名　 〔なぞなぞあ そ び〕

　活動の ね らい

　
・友達 と協力 しながらな ぞなぞを楽 しむ

鰓

　　H 案 の 立て方か ら先生方に は 何度 も目を通し

　　て も らい様々 な ア ドバ イ ス をい ただい た。 初

　　め は製作 を考え て い たの で すが、 「ft近製作

　　活動が 続い て い る の で 何か考え な が らみ んな

　　で楽 しめ る もの が い い の で は 」 と先生か ら提
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案され、なぞなぞあそびをする こ と に した。

5歳児にふ さわ しい な ぞ な ぞを考え、教材研

究や準備は 自宅に帰 っ て か ら遅くまで かかり

ま した。
．．．一．．．

先生方の 動きを見て い ると流

れが自然に見え る けれど、実際に 子ど も達の

前に 立 っ て みると余裕が持て ませ ん で し た。

実習生は、幼稚園とい う現場に期待と不安を抱い て

臨ん で い る。 初めて の幼稚園現場に臨む教育実習 1の

見学観察実習はもと よ り、 責任実習を含む教育実習 ll

に臨んで も、実習生は緊張を隠せない 。 子ど もと関わ

る体験の少ない傾向にある近年の学生で あるが、実習

生受け入れ園として 、 実習生が多くの子どもと接す る

機会を得て より充実 した現場実践ができ るよ う、実習

形態等に い ろ い ろ工夫して い る。中で も実際の責任実

習の 活動に おい て は、実習生個人の幼児の実態の把握

度や、指導助言 のや り方や そ の理解度の 違い などか ら

成果は様 々 に な りがちで ある が、結果に
…
喜
一
憂する

の で は な く、今後の 勉強 の 課題と して 反省点を捉 えて

い くよ う期待 した い 。

　例 1か ら例 IVは 、 実習生の責任実習終了後の 反省並

び に感想である 。

　例 1の実習生は期間中同じク ラ ス で現場実践 して い

る。 幼児の実態を把握する観点功・ らは、同じクラス で

実習す る こ とで、集中して子ども達と担任 との関わ り

や援助の仕方を学べ る利点がある。保育者の学級運営

や個性の 違っ た子ども達に対する関わ り方など、配属

ク ラ ス の 担任の 行動が実習生に 与え る影響は大きい と

思われ る。指導者 （担任） ・ク ラ ス の子ども達 ・実習

生の関係がス ム ーズ に運んだ結果、責任実習で の ね ら

い は ほ ぽ達成され て い る 。 しか し、責任実習の ため に

同じク ラス で の 実習形態 を取 っ た とす る な らば、他ク

ラ ス や他学年の 先生と 子ども達と の関わ り方な ど学ぶ

場面 は狭ま っ て い る とい えよう。

　例 H の実習生は 、 責任実習クラス を予め決めて お く

こ とに よりそ の ク ラ ス を巾心 に配属 クラ ス を計画的に

実践で きるように な っ て い る。 責任実習を配慮しなが

ら組み立 て られる配属ク ラス 計画 は、クラス の子ども

達と実習生との関係をより深め られ るように考慮され

て い る。年間行事や園全体の活動を見ながら責任実習

の 活動設定が出来て おり、また 、 自由遊び に お い て の

異年齢児との関わ りか ら得た ヒ ン トを教材に用 い、計

画的に 教材研究や準備が な された こ とが記され て い た 。

計画的な教材研究や用意周到な準備が如何eこ日々 の 活

動に大事か とい うこ とを体得 した実習生とい えよ う。

　 例皿の 実習生 も、責任実習ク ラス が決め られて お り

計画的に 配属ク ラス が組み込まれ て い た。 しか し、実

習ク ラ ス の 子ども達 の 実態が把握出来ずに 無理な活動

を設定して し まい 、ア ドバ イ ス を受け入れ る柔軟さに

欠けて い た 。 日案 の書き方等に つ い て は 、 養成校に よ

りその指導に格差が見 られるが、実習現場で 日案の書

き方か ら指導する に は現場担当 に懸力・る負担が大き過

ぎよう。責任実習後の評価は、失敗を し後海の残るこ

とも多 く、実習生 は事前の 学習を深め て実習に 臨ん で

欲しい 。 指導　諭として は、失敗を謙虚に 受け止め今

後の 課題に して ほ しい と願うもの で あ る。

　例1Vの 実習生 は、責任実習ク ラス が 決ま りそ の ク ラ

ス を中心 に実践して い る とこ ろは、 例 且 ・IHと同じで

ある。 例 IVの実習生は責任実習の主活動を数回変更 し

て い る。 「今 この子ども達は何を求めて い るか」 の見

定めを学んだ。 また 、 年間計画 ・月案 ・週案 ・日案 と、

各領域や行事を絡ませなが ら立て る日案作成の過程を

学び、 5歳児に ふ さわ しい な ぞ な ぞ あ そ びを考えた 。

年齢を考慮 した計画を立て た とこ ろに意義がある 。

　以 と、例 1から例IVを列挙し実習生 の 感想を拾 い な

が ら、責任実習の取り組み方を検討 して みた。他に多

くの感想を持つ が、実習生 に と っ て 、教育実習イ コ ー

ル 責任実習の 思い は、共通の ようで ある。

《ま とめ》

　実習生は 、 大学または養成校に お い て は学ぶ こ との

出来ない現場を体験する 。 大学 ・養成校は、実習生を

現場に送り出すにあたり、学校と して の 実習目標を達

成させ る ため に、実習現場に種々 の
“
ね らい

”
を要請

して くる 。 例えば、 〔＊指導の場に参加しなが ら園の

環境、幼児の実態、指導内容．教師の役割等につ い て

具体的、総合的に理解する ＊ 園生活に お ける経験や活

動を部分的に受け持ち、責任をもっ て計画を立 て て指

導する。な お、指導の 事前、事後に ｝泌 ず担任 の 指導

を受ける〕などで あ る 。

　 初め て現場を体験する実習生は、少子化時代を反映

して カ＼ 子どもとの 関わ りをほ とんど体験す る こ とな

く成長して きた。し たが っ て、幼児の 年齢や実情に応

じ た態度や 、

一・
人 ひ とりの 幼児の 興購 亡や 言勤の 背

景を理解して対応する こ とに苦しん で い る。

　 教育実習の総括として の 責任実習で は、自らを省み

て 、 今後の勉学の課題に した い と反省を してい る。実

習生の多 くは、就職とい う前提を控えて い るこ ともあ

り、保育者を目指す者として の 自覚を持ち、 活勤へ の

ね らい を定め、真剣に取り組み真摯な姿で努力を して

い る。しか し、前述の ように、子ど もと接する経験が

少な く、子 どもを理解する場もな く実習に 臨む ため、

大学 ・養成校の要求する 目標を達成す る こ とに 極めて

困惑して い る 。 願わ くば、地域社会に おける子ど も集

団、身近な青少年団体、ス ポー
ッ

・文化活動など子ど

もと共に 生活する機会を出来る だけ体験する こ とが望

ましく、また、大学に お ける生活の 中に もこ の よ うな

機会を導入 し、体験出来る ような配慮が望まれ る 。
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